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はじめに

このたび、市政運営の中長期的な指針である［千葉市新基

本計画」 （計画期間：平成24～33年度〔2012～2021年度〕）

に基づき、平成30年度から3年間の本市の主な取組みを具体

的に示した「第3次実施計画」を策定しました。

この計画は、新基本計画に掲げる3つの「まちの個性」 （「未来をつくる人材が育つ

まち」、 「みんなの力で支えあうまち」、 「訪れてみたい・住んでみたいまち」）の実現

に向けて、 「第1次実施計画｣ （平成24～26年度）及び「第2次実施計画」 （平成27～

29年度）で推進してきたまちづくりの取組みを結実させる、新基本計画の「仕上げ」にあ

たる計画です。

‐計画の策定にあたっては、今後の人口減少や少子高齢化の一層の進展を踏まえるとと

もに、 「脱・財政危機」宣言の解除後初めての実施計画として、財政健全化とのバランス

を取りながら、本市の「成熟」と「持続的発展」につながる「未来への投資」をこれまで

以上に積極的に位置付けました。

具体的には、待機児童対策や地域包括ケアシステムの構築・強化などの喫緊の課題に

的確に対応するとともに、千葉駅周辺の活性化や産業用地整備を含む企業立地の促進など

により、地域経済の発展と雇用創出に取り組むほか、内陸部の活性化や幕張新都心の賑わ

いの向上､夜間の経済・文化活動の健全な振興など、都市の魅力向上を図ります。

また、中長期的な視点から、小学校英語教育の充実やキャリア教育の強化など、未来

の地域社会を担う人材の育成や、居住・都市機能の適切な誘導等を含む、集約型都市構造

の実現を目指す取組みなど、未来を見据えたまちづくりの取組みを推進します。

‘さらに、特別史跡加曽利貝塚の魅力向上や千葉開府900年に向けた取組みなど、都市

アイデンティティの確立を目指す取組みを加速するとともに、 2年後に開催が迫る東京

202Oオリンピック・パラリンピック競技大会の競技会場都市として、機運醸成やボランテ

ィア体制の構築などの取組みはもとより、パラスポーツの推進や、多様性の理解に基づく

共生社会の実現など、未来へ引き継がれる「レガシー」の創出・醸成に取り組んでまいり

ます。

結びに、この計画の策定にあたり、市議会をはじめ市民の皆様から、多くのご意見．

ご提案をいただきましたことに、心から感謝申し上げます。
、

平成30年3月

千葉市長熊谷俊人
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第3次実施計画について

1．策定の趣旨

本市では、 「千葉市基本構想」（平成11年〔1999年〕12月議決）で定める基本目標（人とまちい

きいきと幸せに輝く都市）などの実現を目指し、市政運営の中長期的な指針となる「千葉市新基本計

画（計画期間：平成24年度～33年度〔2012～2021年度〕） 」を、市議会の議決を経て、平成23年

（2011年） 6月に策定しました。これまで新基本計画に示す、3つの「まちの個性」 （「未来をつく

る人材が育つまち」、 「みんなの力で支えあうまち」、 「訪れてみたい・住んでみたいまち」）の実

現に向け、より具体的な事業内容を示した実施計画を第1次（計画期間：平成24～26年度〔2012～

2014年度〕）、第2次（平成27～29年度〔2015～2017年度〕）･にわたり策定し、取組みを推進し

てきたところです。

このたびの第3次実施計画(計画期間：平成30～32年度〔2018～2020年度〕）は、今後見込まれ

る人口減少や少子超高齢社会の進展等を踏まえた新基本計画のまちづくりの取組みを結実させていく

計画として、また、新基本計画期間が満了する33年度（2021年度）から先の未来も見据え、策定し

たものです。

図表1 本市のまちづくりの基本方針
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2．計画の名称

千葉市新基本計画第3次実施計画

3.計画期間

平成30年度（2018年度）を初年度とし、32年度（2020年度）を最終年度とする3年間とします。

基本構想

基本計画

実施計画

図表2本市の計画行政
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｜市政の特定課題等に対応するため各部局が策定する方針･計画
' （主な個別部門計画:一覧は151ページから掲載）

} ・国土強靱化地域計画 .支え合いのまち千葉推進計画 ・農業基本計画

|・地域防災計画 ・健やか末来都市ちばプラン ･都市計画マスタープラン｜

|都市ｱｲヂﾝﾃｨﾃｨ戦略プﾗﾝ ・高齢者保健福祉推進計画． ・住生活基本計画 I
l ･東京2020大会に向けた行動計画 介護保険事業計画 ・緑と水辺のまちづくりプラン｜

（
I ･財政健全化プラン ・こどもプラン ・学校教育推進計画

{ ・公共施設等総合管理計画 ・環境基本計画 ・生涯学習推進計画

|・文化芸術振興計画 ・一般廃棄物(ごみ)処理基本計画
|・スポーツ推進計画 ・経済成長アクションプラン
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i1.人口の見通し

（1）人口の推移 ｝

本市の総人口ば、平成12年（2000年）から22年（2010年）までの10年の間、毎年、5～8千人

程度増加してきましたが､東日本大震災を契機に平成23年（2011年）から25年（2013年）の間の

増加ペースが大幅に抑えられました。平成26年（2014年）以降、いったんは増加のペースが回復し

たものの、28年（2016年）には再び増加幅が縮小しています｡

出生数と死亡数の差である自然動態をみると、出生数は7千人程度で微減傾向にあり、一方、死亡

数は高齢者人口の増により一貫して増加傾向にあることから、平成26年（2014年）には初めてマイ

ナスに転じ、その後もマイナスの幅が広がっています。 ， ‐

転入数と転出数の差である社会動態をみると､転入超過が継続していましたが､東日本大震災の影
響を受け､平成23年（2011年）にマイナスとなりました。その後は転入超過を維持しています。

・ 図表3本市人口の伸び（対前年比）の推移（平成12年～29年）
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出典：政策企画課

（2）人口の見通し

本市の総人口は､平成32年(2020年)をピークに減少に転じる見通しであり、それまでの期間は、

増加する見通しです。

行政区別の人口は、中央区及び緑区は増加するものの､その他の区は横ばいもしくは減少する見通

しです｡‐

また､年齢4区分別の人口は､本計画期間中に65歳以上人口が約1．4万入増加する見通しですが、

その内訳として65歳～74歳人口は､約4.5千人減少、75歳以上人口は､約1B万人増加し、高齢化

が進む見通しです。生産年齢である15～64歳人口は約2．3千人、 15歳未満人口は約6．8千人減少す

る見通しです。

世帯数は、平均世帯人員の減少により、緩やかに増加する見通しです6
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図表4市の将来人口推計

、 （単位：人）

図表5年齢4区分別人口と高齢化率

(単位：人）

財政の見通し

（1）財政健全化の取組み

本市では、平成21年度（2009年度）に｢脱・財政危機｣宣言を発出した後、財政健全化プラン（計

画期間第1期：平成22～25年度〔2010～2013年度〕、第2期：平成26～29年度〔2014～2017

年度〕）に基づき、財政危機の克服に向け、 自主財源の確保や歳出抑制の取組みなどにより、効率的

な財政運営を進めてきました。

その結果、実質公債費比率※や将来負担比率※などが改善し、また、主要債務総額※や全会計市債残高※

の削減額についても、第2期財政健全化プランの目標を達成する見込みであることなどから、危機的

状況を脱したと判断し、平成29年（2017年）9月に「脱・財政危機」宣言を解除しました。

引き続き財政健全化の取組みは必要な状況にあることから、平成30年度（2018年度）を初年度と

する‘「第3期財政健全化プラン」 (計画期間：平成30～33年度〔2018～2021年度〕）に基づく取組

みは推進していくとともに、本市の持続的発展につながる未来への投資については、財政健全化との、

バランスを取りながら着実に推進することにより、将来にわたり持続可能な財政構造の確立を目指し

ます。 、

､

（2）計画事業費

このような財政状況の下で、普通会計※ベースでの財政収支見通しに基づく計画事業費は、 1,190億

円と見込んでいます。

また、普通会計以外の会計を加えた第3次実施計画全体の計画事業費は1,584億円と見込んでいま

す。

4

区分 市全体 中央区 花見川区 稲毛区 若葉区 緑区 美浜区

平成29年 975,140 208,303 ･178,245 161,398 151,306 128,522 148,366

計
画
期
間

平成30年

平成31年

平成32年

977,300

978,800

979,800

210,800

212,600

214,300

177,300

176,600

175,700

160,700

160,700

160,700

150,900

150,600

149,900

128,900

129,600

130,500

148,700

148,700

148,700

区分
15歳未満

構成比

15～64歳

構成比

65～74歳

構成比

75歳以上

構成比

平成29年 120,918 12.4％ 600,686 61.6％ 134,569 13.8％ 118,967 12.2％

計
画
期
間

平成30年

平成31年

平成32年

118，700

116,500

114,100

12. 1％

11.9%

11.6％

599,900

599,300

598,400

61.4％

61.2％

61. 1●％

133,000

130,100

130jlOO

13.6%

13.3％

13.3％

125，700

132,900

137,200

12.9％

13.6％

14.0％



(単位：億円）図表6会計区分別計画事業費
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届画の 、なえ

11策定の視点

計画の策定にあたって、留意‘重視すべき6つの視点（①「まちづくりを支える力」を高める、②

行財政改革への取組み、③個性や魅力を高め、未来へつなぐ、④安全･安心のまちづくり、⑤まち・

ひと．しごと創生の推進､⑥東京202Oオリンピック・パラリンピック競技大会に向けた取組み）を｢策

定の視点」 として設定しました。

〆

（1） 「まちづくりを支える力｣を高める

●複雑化･多様化する行政課題や市民ニーズに的確に対応し､市民主体のまちづくりを推進するため､

地域の課題解決に向け、市民や団体､企業、大学などと行政の連携を強化するとともに、将来の地

’ 域社会を支えるこどもや若者の社会参画を推進するなど､今､そして未来を見据え、地域社会の｢担

い手」や組織､体制づくりを促進します。

●課題が発生・拡大する前に予防策を講じるなどする課題抑

制型の行政の実現を目指し、 ICTによるデータ分析等を

活用して、まちづくりの主体となる様々な団体と課題や目

的の可視化・共有化を行い＄市民が主役となってまちづく

りに参画・連携する取組みをさらに進めますも

●区役所の地域づくりなどの役割をさらに高め、地域におけ

る市民主体のまちづくりに資する取組みを進めます｡

慧署÷

（2）行財政改革への取組み～｢未来への投資」とともに～

●限られた財源､人的資源のもとで効果的漆施策展開を進めるため､社会環境の変化を踏まえた行政
の役割や機能を念頭に､必要性の高い市民ニーズや地域課題に適切に対応するとともに、将来的な

！ ･

財政負担及び財政健全化とのバランスを意識しつつ、未来を見据えて合行わなければならないソフ

ト，ハード両面にわたる「未来への投資」に取り組みます。

●市民の利便性の向上を図るため、引き続きICTの活用も図りながら、 「市民に時間を返す］取組

み※を進めるとともに、市有資産の効率的、かつ「ストック」 「資源」としての有効な利用を図る

ため、公共施設の見直しや民間活力・ノウハウを活かした事業の検討など、取組みを進めます。

●行政改革推進指針や財政健全化プランなどを踏まえ、新基本計画に関する政策評価（中間評価）の

結果を勘案しつつ、施策の成果・効果を重視した事業の見直しに不断に取り組みます。

(3)個性や魅力を高め、未来へつなぐ

●人口減少や少子超高齢社会の進展、人口等の「東京」へのー極集中をはじめとした社会経済情勢の

変化に的確に対応しつつ、 「住み続けたい」「住んでみたいj ｢訪れてみたい｣と感じてもらえる“

ような､魅力ある都市であり続けるため、本市の都市アイデンティティを形成する地域資源などを

活用し、 「千葉市らしさ」の確立に向けた取組みを進めます。

●子育て支援や教育など､未来の人材を育成する取組みや､企業誘致､産業の創出･集積の促進など、

都市の経済・活力を支える雇用を生み出す取組み、そして、 「人生100年時代」も見据えつつ、高

齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、地域包括ケアンステム※の構築・強化な
、､_〆

6



、

ノ

どを推進するとともに、安定的な廃棄物処理体制を構築するなど、循環型社会の実現に向けた取組

みを進めます。

●3都心等の拠点における都市機能のさらなる集積や更新を促進するほか､国家戦略特区※等の活用に

より先端技術を取り込んだ先進的な都市戦略を進めます。

（4）安全･安心のまちづくり

●首都直下地震の発生が高い確率で予想される中、東日本大震災の経験や熊本地震の教訓を踏まえた

災害に強いまちづくりを推進するため、迅速な復旧復興を可能とする危機管理体制の充実強化を図

るとともに､建築物やライフラインの耐災害性の向上など、防災・減災対策の充実を図ります。

●自主防災組織や避難所運営委員会の活動支援など、 自助,・

共助を活かした地域住民の連帯意識に基づく防災・減災の

‐体制づくりを通じて、地域防災力の向上を図ります｡
ノ

●日常的な生活を支える交通安全対策や防犯対策に加え、市

民の生命・財産を守るため、集中豪雨など自然災害への対

策や液状化対策、消防・救急体制の強化を図ります｡

I

（5）まち・ひと．しごと創生の推進 ＝~一－…－－

●本市まち・ひと．しごと創生の基軸である“ちば”共創都市圏※の確立に向け､､本市と周辺都市が
、 ：'_：

有する様々な資源を有効に活用していく地域間連携の取組みのほか、政策間連携や官民連携の取組

みを幅広い分野で推進し、 「東京」でも「地方」｡でも得られない、魅力的なライフスタイルや新た

Ｌ

r■
、－領 P

な価値観などを、周辺都市等と 「共」に「創」 りあげていきます。
ノ

（6）東京202oオリンピック・パラリンピック競技大会に向けた取組み

●東京202Oオリンピック・パラリンピック競技大会(以下､東京2020

大会）の競技会場都市として、大会の成功を実現するとともに、スポ

ーツ文化の普及.発展、多様性に対応した共生社会の実現など､未来

へと引き継がれる「レガシー※」を創出･醸成する取組みを進めます。

､町

I
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2．計画事業の選定

計画事業の選定にあたっては､第2次実施計画の進捗状況や課題､新基本計画に関する政策評価（中

間評価）の結果を踏まえ､市民視点・納税者視点での成果を重視するとともに、新基本計画に定める

3つの「まちの個性」 （「未来をつくる人材が育つまち」、 「みんなの力で支えあうまち」、 「訪れて

みたい・住んでみたいまち」）の実現に向けたまちづくりの方向性や施策に貢献する事業を位置付け

ています。

また、平成29年（2017年） 9月に「脱･財政危機」宣言を解除したものの引き続き財政健全化の

取組みは必要な状況にあることから、将来的な財政負担及び財政健全化とのバランスや、緊急性や必

要性、未来への投資効果等を含めた総合的な観点から、 「選択と集中」による事業の厳選を行いまし

た。

個別の具体的事業については、計画の各論で紹介します。

図表7計画事業数

各年度における事業は､毎年度の予算編成の中で位置づけていきます。

ノ

(注）計画事業数は、経常的な事業や本市以外が主体となる事業で計画事業費を計上していない事業も

含みます｡

ハ

1

8

政策（まちづくりの方向性） 。 計画事業数

方向性1

豊かな緑と水辺を活かした、自然とともに生きるまちへ
41

方向性2
0

支えあいがやすらぎを生む、あたたかなまちへ
50

方向性3

豊かな心が育ち、新たな価値が生まれるまちへ
U 6

67

方向性4

ひと．モノ・情報がつながる、生活基盤の充実した安全で快適なまちへ
135

方向性5 ” ’

ひとが集い働く‘、魅力と活力にあふれるまち入
50

合計 ．：343



3．計画の特徴

計画の特徴として、第一に､-少子高齢化が一層進んでいく中、喫緊の課題に的確に対応した取組みだ

けでなく、中長期的な地域社会のあり方を見据えた取組みについても積極的に位置づけました。

例えば、子育て分野においては、喫緊の課題である、共働き世帯の増加に伴う待機児童への対応や放

課後の居場所の確保を図るため保育施設の整備を着実に進めるほか、病児・病後児保育など多様な保育

需要にも対応するとともに、子どもルームの整備や放課後子ども教室・子どもルームー体型事業の拡充

など放課後対策の取組みを強化します。

また、中長期的な視点に基づき、小学校における英語教育の充実やキャリア教育※の強化など、将来

の地域社会を担う人材の育成を図ります。

さらに､‘高齢分野においては、喫緊の課題である、認知症や要介護認定者の増加への対応として､,認

知症対策の取組みや特別養護老人ホームなど施設の整備を進めるとともに《団塊の世代が75歳以上と

なる平成37年(2025年)を見据え､在宅医療・介護連携の取組みや、生活支援コーディネーター※の拡充

など地域包括ケアシステム※の構築・強化を図るほか、平均寿命の延伸に伴う 「人生100年時代」の到

来を見据え、高齢になっても健康に活躍できる社会の実現に向けた取組みを推進します。

第二に、人口減少局面にあっても、都市の活力の維持・向上を図り、‘持続可能なまちづく,りを進めて

いくために、短期・長期、ソフト・ハードの両面から、本市の未来へつなぐまちづくりを進めるための

幅広い取組みを位置付けました。 ：

例えば、経済・雇用の基盤強化を図るため、企業立地の促進や産業用地の整備を進めるとともに、交

流人口の増加を図るため、MICE※を推進するほか、千葉駅周辺の活性化を図るため、東口・西口市

街地再開発や中央・通町公園の連結強化などを進めます。

また、市民サービスの維持・向上と効率的な都市経営の両立を図るため、老朽化した公共施設や道路

施設などの都市基盤施設について､計画的保全による効率的な維持更新を図るとともに、今後の都市交

通体系のあり方を検討するほか、長期的な集約型都市構造※への転換を図るため、居住・都市機能の誘

導や福祉分野・公共交通分野とも連携した一体的な施策についても検討を進めます。

9
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》

司盲の進に こつ

計画の推進にあたっては、計画事業の着実な遂行を図るとともに、以下の点に留意し、推進します。

（1）市民や団体、企業など様々な主体の参加と連携

計画の推進のためには、市民や団体､企業、大学などの様々な主体と、新基本計画に定める「まち

づくり鯵のコンセプト」や、 「まちづくりの基本方針｣について認識の共有が図られるよう努めるとと

もに、3つのf実現すべきまちの個性」の実現を目指し、それぞれの主体が「まちづくりを支える力｣

として、まちづくりに参加し、連携する必要があります。

このため､全庁をあげて、 「まちづくりを支えるカゴを高めていくとともに､計画の周知に務め、
様々な主体とまちづくりに係る認識の共有を図ります。

ツ

（2）行財政改革の取組みとの連携一 ,

財政健全化の推進や､効率的･効果的な行政運営への要請にこたえるよう、市民視点や納税者視点

に立った、行財政改革の取組みとの連携をより一層進めます。

ノ

、

(3) PDCAサイクルに基づく計画の進行管理

計画(Plan)に基づく実施(Do)及び確認・評価(Check)、さらには改善行動(Ac

! t)へと続くマネジメントを、適切に行います。

具体的には、3年後に目指す目標事業量を明示するとともに、各年度の予算・決算時に計画の事業

量ベースの進行管理を行い、公表します。まだ本計画期間終了後、政策評価制度に基づき、 3年間

の事業の振り返りを行い､その後の施策.事業の展開に活かしていきます。

〆

（4）計画の弾力的な運用 ：

計画事業の実施にあたっては､施策や事業を取り巻く社会情勢の変化や市民ニーネ･地域課題に的

確に対応するなど、計画の弾力的な運用に努めます。 ‐

1

ｰ

E

I
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1．豊かな緑と水辺を活かした、 自然とともに生きるまちへ….F…………･……………13

2．支えあいがやすらぎを生む、あたたかなまちヅｰ………………………………………31

3．豊かな心が育ち謎新たな価値が生まれるまちへ…･………･………………･･……･……52

4．ひと．モノ・情報がつながる、生活基盤の充実した安全で快適なまちへ…………79

5．ひとが集い働く、魅力と活力にあふれるまちへ．．？……………………………………119

ﾉ
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／～

…
1全体の構成

各論は、5つの「政策（まちづくりの方向性）」、19の「施策の柱」及び58の「施策」で構成し、施

策ごとに「施策の展開」と 「計画事業一覧」を記載しています。
で
ｆ
喀
捗
吸
尹
と
』
ｑ
電
１
＄
覗
匙
マ
竃
口
心
ｆ
ｌ
ｆ
孝
嘔
宅
電
匙
甦
蕃
呑
津
牙
３
１
悪
毎
ヶ
予
予
兵
と
画
冬
ｆ
密
毎
通
３
毎
ｔ
盈
龍
讃
電
心
牟
烏
』
４

窯篭、

竿

蝿

、

過

り

、 政策(まちづくりの方向性）

蕊蕊

《

I

施策の柱

鍵蕊溌鐘蕊議蕊議磯蕊譲軍驚鬮

：蕊箪：
＃3鑑篭遥』

施策

譲簿職

2計画事業

計画事業とは、新基本計画に示すまちづくりの方向に進んて

に新たに取り組む事業や、今までより拡充する事業をいいます6

新基本計画に示すまちづくりの方向に進んでいくため、計画期間（平成30～32年度）

計画事業

鶴蕊灘蕊蕊： 轆議議議蕊議 鍵 議蕊
□△のため、○△□△を行います。一

一一……
公、計画期間(30~32年度) 計画期間に取り組む

に取り組む項目
新規・拡充の内容

､事業名の前の「●」は、計画事業費を計上する事業。 「■」は､計画事業費を計上しない事業

･儲は、市民や団体等の参加または連携により取り組む事業。
．【新規】は、第3次実施計画で新たに取り組む事業。

．〔再掲】は､複数の施策に該当する事業。

→主たる施策以外の施策に掲載する場合に表記しています｡

･担当課の名称は、平成30年（2018年）4月1日時点。
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方向性S

豊かな心か育ち、

たな か生まるまちへ

議蕊譲驚
…

瀦

蕊
灘

購策俸系

3－1未来を担う人材を育成する

3〒1－1学校教育の振興

3－1－2地域の教育力の向上

3－1－3 こどもの参画の推進

!?‐

§3－2生涯を通じた学びとスポーツ活動を支える

3－2－1生涯学習の推進

3－2－2スポーツ・レクリエーション活動の推進 ：

3－3文化を守り、はぐくむ

3－3－1文化・芸術の振興

3－3－2文化的財産の保全と活用

、

3－4多彩な交流・連携により新たな価値を創る

3－4－1 国際化の推進

3－4－2大学・企業等との連携の推進

､

3－5市民の力をまちづくりの力へ

3－5－1市民参加・協働の推進

3-5-2男女共同参画の推進

ダ ､

／

52



〆

禽校教育の振園
． ー 茸

施策の展開
〆

子どもたちが未来社会を切り拓く‘ための資質。能力を一層確実に育成するため、平成29年（2017年）

3月に学習指導要領の改訂が国から示されました。そこで、本市では、この新学習指導要領の全面実施

に向け、外国文化や生活習慣に窺しむ体験的な英語活動と、教科化を見据えた英語教育の充実を図るた
め､外国人講師を拡充するとともに、教員の英語指導力の向上を目的に､英語教育支援員(イングリッ
シュ・サポーター）を新たに配置します。また、技術の進展に適応し、変化の激しい社会を生き抜く力

を育成するため、 ICT環境を整備し、プログラミング教育や習熟度に応じた個別適応学習を実施しま

す。

児童生徒が自己の進路・将来を主体的に考えることができる力を育成するとともに、都市を支える人材

の育成を図るため、職業体験の実施や進路指導体制の充実など、キャリア教育※を推進します｡町

教育環境の充実を図るため、学校トイレの環境整備や音楽室等へのエアコン設置を進めるとともに、安

全・安心な教育環境の確保、魅力ある学校づくりに向け、学校施設の計画的な保全改修を行います。ま

た、学校施設の維持管理・更新や施設環境・機能の向上を着実に推進するため、中期的な財政負担を踏
まえた取組みの方向性を示す「学校施設の長期寿命化計画」を策定します。このほか、良好な教育環境
を整え、教育の質の向上を図るため、学校適正配置に取り組みます。

教職員が子どもと向き合う環境を整えるため､教職員の業務改善に必要な校務用端末を整備するととも

に、多様な専門スタッフの配置を進め、教員とそれを支える多様な人材が連携し、チームとして学校運

営に取り組む体制を着実に整えます。

特別支援教育の充実に向け、一人ひとりの教育的ニーズに応じた教育環境を整えるため､指導員・介助
員等の配置を拡充するとともに、LD※等通級指導教室の増設や巡回指導を実施します。また、いじめや

不登校の未然防止と早期発見・解消、学習や社会生活が困難な子どもへの支援に向けて、スクールカウ

ンセラーやスクールソーシャルワーカー※の配置を拡充するとともに､帰国・外国人児童生徒の日本語習
得に向けた支援体制の充実を図ります。

東京2020大会の競技会場都市として、豊かな心の育成やパラスポーツ※及び共生社会への理解促進を図
るため、パラスポーツの授業や試合観戦を実施するとともに、オリンピック・パラリンピックを教材に
取り入れた道徳教育を実施します。

●

●

●

●

●

●

一

Ｌ

授業の様子 パラスポーツ体験授業の様子
、」

一



;'.確かな学力を育てる

挙稜蕊鱈数奇の売竃

外国人講帥の酉

ます‐

尭語教育支援眞

#､: ：:一方‐琴:既組肖

外国人講師のホ

尭詰教育支蹉

ﾄﾎﾟｰﾀｰ）の西『

交教員の英語兵 莞諸共

散昌8

里数教育の充実
『 。 め、理数教育の充実

蕊鳶愈:蕊取組項匪蕊琴

里数教育サポーターの推

9零鈩度末現翫

0校（70人）

ソノレ詞

漫簿の轄備・禿珪

定の情報活用常

う時間左増や弓

め、教育用情報機器を整備します。 言

一人一台の校務用端末を整備します．

I又．・ し 餅年度末現折

裳高校‘~ツoノこ区ノ、m.jLｰ『

立稲毛高校のグロ

國奪津I在華菫福§魔7塁篝謡,

葉高校の外国人補’

肱充攻員0

グ
指

一
の
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)式目分目身α

5とともに畠1
－－弓手.でデーーーーピー~.~~ー誤一

取組項目 i

攻育主任研修

画一 ノO

醒未雇喧言圭荊逼湧哺

中学校会 =P学校全校実施と1-1字ｲ父、イ父実施

図るため、学校図書館の屑

蕊湾嘉蕊藩潭蕊姦蕊議蕊蕊蕊窯蕊蕊\封藤澤蓉譽胃．

交図書館の蔵書数0

陸のバラスボーツ承への理解促進

悪様悴の琿躍券杳才Pだあ‐オリら

苓
業

業
授

衰
の

の
億

掘爵且ｴ真昼，,琴麓溌蕊鍵:l"::叢登29!年届

の試/合観戦

亘穂教育用教材0 父3．4を

:3．健やかな体を育てる

議撫露灘
1方功 ノ1，．ヰ語〃尼童生徒が救急救命法の実振

交において、AEDトレーブ

義蕊蓉諒蕊漬自』ずj議簿

険命講習会の実施

や専屍

,ますョ

哩
齢

｛

〕4稲
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懸撫議潔熱撫蕊蕊鍵灘議
本市の学校給食や食育の現状左笂 『） 慨1鍔

動儘圧F＝千畳ﾂ博

便給食0

｡識や波f

‘ ‘ 、，収浬填膳

舌動指導者の枕

野便I萱弓手･雷7口

4．子どもの学びを支える環境を整える 1

・中学校にp

函:F:f毎嘗萎福諏

鶏鰯懸鰯
凌を改修し吾ー‐ノnyuI二

に基づき改修し吾
:言…~:::.:~.~~.::.､雲~:;黄冒~琴＝＝＝=＝.?：儀冒:､宝…一

ｺ;律庵"圭干目;ヤロ： ；:・

滉模敵

56

一一…
学校施設の長寿命化を図るため､計画的な保全改修を行うとともに、施設環境・機能を改善するための
整備を行います。

\誇守.箒『宇・一一一~デー萱琴尹琴宇琴学.､藷….…一~~一堂一一究一~霞＝~~＝

;;;! ずi畠兵 i 手取組項目舅誇ぶ蕊蕊
一宇F埆寺壼吾--....＝.号.….1－－－－－－－菅一一一再一一

:議亨函洋度末現涜1鐙ヌ 。 ～" 1蕊:計:画ﾈ内容堂 ！: 患::蕊!:‐ 曇:: -,: -32 生壁禾其漂難溌:＃

大規模改造
小学校7校

中学校1校

小学校14校

中学校2校

小学校15校

中学校3校

外壁改修

トイレ改修

小学校の音楽室等エアコン

整備

小学校29校

中学校8校 ．
一一一▲甲一■■甲■－■■■■■一一口■一一一…知一一

心

小学校11校

中学校2校

特別支援学校1校

小学校9校

中学校4校

I

小学校18校

中学校15校

高等学校1校

102校

小学校38校

中学校12校

小学校28校

中学校17校

高等学校1校

特別支援学校1校
｡.~~･~､一一.~.…一一・・一．

102校
1

理

学校施設の長寿命化計画策定
〆

策定 策定



…鍵
､教育環境を整備し、教育c

画拝.暦＝輻守鹿

蓄討･ｲ本制0

…
二F学校の円滑

蕊蕊砿粥顧冨巨

上を図るため、小中

”澤度末現溌議蕊

交（研究指定校）
１

;5.信頼される教職員が子どもと向き合う環境を整える

負担軽減を図るたタ

冒します←

多様な教育的支援の充実を図る

寺別な支援が必要 叩邑ルムい又銭そ

師崔磨睾調i諒

の1

寺別 ’･ …
め、特別支援教官 篁旨のZ寺別な支援が

塞雲零蕊諏紐

寺別支援教育

焔ノL』しと

寺別な支援が必要

溌蕊雲;:蕊:言取組項巨

め、特別支援教育介助員のZ叩邑メムい文疲を

｡:住磨聿彊1弾
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弘i年度末現調

'J，手'EXC⑪

中学校2芯
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中学校2芯
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日本語指導魅
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鵜J鱗蜜蝋蟻‐'-2熱

●学校、家庭､地域が一体となり、地域ぐるみで子どもを育

てる体制を整備するため、学校支援地域本部の設置校を拡

充するとともに、コミュニティ・スクール※をモデル的に導

入するなど､各地域に応じた多様な形態の学校･地域の連
、携組織の設置を推進します6 ・

●希望する全ての子どもに対し多様な学びの機会と放課後の

“ 居場所を提供するためも「放課後子どもプラン｣を策定し、
そのプランに基づき､;放課後子ども教室と子どもルームの

一体型を拡充するとともに､放課後子ども教室における総
： ． 。

、合コーディネーターによる支援体制を強化し､企業や大学、

NPO法人などの外部講師を活用したプログラムを拡充す

るなど､放課後施策を総合的に推進します。

蕊
凝

蕊

霧

錘

塞牟

放課後子ども教室の様子

叶

、

｝

、

59
ﾉ

1

コミュニティ・スクと=ﾉﾚの

モデル実施,；
モデル実施 ,モデル実施

放課後における児童への多様な体験機会の提供と安全‘安心な居場所を確保するため諺放課後子ども教室

の活動を支援するとともに､子どもﾙｰﾑとの~体型事業を推進します｡ .
i議溌蕊驚蕊蕊蕊蕊緊既匪瀧胤議昼暫昼蕊譲蕊鶇蕊蕊蕊蕊蕊

活動支援実施校の拡充

再題零鵠零:ﾖｽ弓:記』■■ー騨畢:目』B:』埴昌一…】写些醒凹ざ･睡郵ﾆﾒ窮搾

10校

目;謹蕊董鑿謹溌謹毒F1型I{I公r歪篭謹鍾溌蒸灘舞蕊

5校増 一

灘孟寒讓罫語燕蒋塞筆瞭蕊…室 §鍵議蕊蘆

15校

一体型事業

C

実施校の拡充 1校 5校増
～

6校

放課後こどもプランの策定 検討 策定 策定
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内閣府による若者を対象とした意識調査によると、 日本の子どもたちは、諸外国と比較して自己肯定感
や向上心が低く、将来で､の希望を持てない割合が大きいとされており、子どもの自立性・社会性・自治
意識を青くんでいくことが必要です。

●

●＝行政や保護者からの視点だけではなく、真に子どもが望み、子

‘どもが自ら成長できるまちづくりを進めるため、こどもの参画

として「こどものまちCBT※｣などの取組みを引き続き実施し
ていきます。

●また、「こども・若者市役所※」等の取組みを通じ、こども・若

者が主体的に自分たちの住むまちについて考え、意見を内外に

広く発信していける場を設けるとともに、市政にも積極的に反‘

映していくなど､様々な経験を積むことができるまち、こども・

若者の意見が反映されるまちを目指します6

ﾉ

こどものまちCBTの様子

一

、

評

60

目 守

り

の

守 産ま‐.~＝

鶏謹鑑鍵蕊蕊灘認蕊醗溌睡鰯騒麓醗耀懲磯鰯議鰯職蕊鐵譲懇
子どもの社会の一員としての自覚と自立を促し、こどもの参画によるまちづくりを実現するため､各種参
画の取組みを実施するとともにも本市の取組みを広く発信します6 ，

蕊篝議議溌蕊蕊議鶏鍵蕊
こども・若者サミッド※の
開催

～

蕊鑿藤蕊蕊霧蕊鍵鷺…

開催

識蕊議蕊蕊蕊|§蕊

継続

蕊蕊嘉黛蕊溌燕霧爵 霊園鑪蕊蕊鍵豊
、

開催

こどものまちCBTの開催 4区 2区増 全6区

こども・若者市役所の実施 実施 継続 ､
、

実施

蕊鍵…穂露…鍵謹繁議篭銅 議鳶議議簿麓蕊蕊議：蕊鍵蕊議簾叢§…

高校生連携会議の開催 8回/年 : 継続 8回/年
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地域住民の身近な生涯学習施設である公民館には､学びを通した地域づくりや人材のコーディネート、

防災拠点としての機能など、地域の総合交流拠点としての役割が求められています。 ‘

そこで、地域課題を解決する人材を育成するため､公民館主催講座を拡充するとともに、社会教育に関
する専門職員である社会教育主事の配置を進めるなど、社会教育の充実を図ります｡

市民の科学に対する興味・関心を高められるよう、最先端の科学技術を活用した展示の導入など、千葉

市科学館のリニューアルについて具体的な手法を検討します。

人口減少・少子超高齢化の進展やインターネットの普及などの社会変化等に対応するため、今後の公立
図書館のあり方や方向性を定めるとともにも地域の実情に応じた特長のある図書館づくりを推進するた

め、新たな図書館計画を策定します。

また、図書館のさらなる充実を図るため、地域情報を電子上で閲覧できるサービスを提供します6

●

●

●

●

●

未来の科学者育成プログラムの様子 みずほハスの花図書館の様子
ゲ 甲

購蕊譲蕊麓溌議譲蕊鰯簿鰯蕊溌瀧蕊蕊溺蕊蕊騨蕊蕊蕊瀧蕊議

､
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地域の社会教育活動の活性化を図るため､社会教育主事の配置及び公民館主催講座を拡充します。

§蕊蕊蕊蕊蕊議懇漣驚塁
誉管蕊蕊蕊鍵鍵蕊篭

霧蕊蕊謹灘蕊蕊蕊蕊
篭蕊蕊識溢蕊裟篭
謹蚤議懇顯譲

信笥胃烹 筐
謹

篭蕊篭蕊蕊篭
浄璽哩鰹睡葵識幕講蕊

謹謹鍵謹選蕊臺I
蕊蕊鑑識蕊蕊鱗蕊隠 猶繭
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里
託
鹿
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弾
？
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ど

も

叩

鞭

鰹

塞

謎 謹舞鐸篭蕊黙鰯蕃悪嚥鐸繁り蕊巽墾1璽驚舞蒸羅慧難

社会教育主事の資格取得促進
I

1人 一 3人増， 4人

公民館主催講座の拡充 765講座
、

150講座増“ 915講座

鰯蕊醗溌灘灘蕊識識蕊蕊溌議繊灘溌鱗蕊蕊蕊識識識懲
斗学に対する市民の興味･関心を向上させるため､千葉市科学館のリニューア けた検討を進めます0

蕊溌裁羅 蕊醗蕊識灘
鳶蕊藤i燕串号認:目 博::』::唾 ;:播 霊

灘蕊鶏醗 蕊を 弓現溌蕊蕊議 鳶蕊議:嶽画内容窯簿 蕊議難蕊蕊表目擦議蕊

千葉市科学館展示
リニューアルの検討

検討 ｡継続 検討：



最先端の科学技ケ

。 I

I
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､一

議灘蕊
鐸謡

施策の展開

●東京2020大会のオリンピック3競技（レスリング、テコンドー、フェンシング）及びパラリンピック4
競技（ゴールボール、テコンドー､車いすフェンシング、シッティングバレーボール）が、本市で開催

されます。

●そこで、市民の大会機運の醸成及び開催競技への理解促進を図るため、競技体験イベントやパラスポー

ツ※の普及啓発等を実施するなどの積極的なプロモーション活動を行うとともに､こども達の夢と希望を

育み、レガシー※として市民がその価値を共有し、次世代に引き継いでいくため、国際大会の誘致やパラ

スポーツ市民大会の開催などを推進します。

●本市には､千葉ロツテマリーンズやジェフユナイテッド市原･千葉の2つのプロスボーツチームがあり､

ホームゲームには全国から多くの観客が訪れます。今後も、ホームタウンチームやトップスポーツチー

、ム・アスリートと市民との交流や､一体感の醸成につながる取組みを進めます。

●千葉公園の魅力向上及び周辺地域の活性化のため、競輪場や千葉公園体育館を再整備するとともに、公

園全体の再整備に向けた取組みを進めます。

鍵蕊蕊議蕊蕊蕊蕊議蕊灘

(仮称）千葉公園ドームの外観イメージ
〔提供：日本写真判定(株)〕

窪

…

謎
霊

蒲

蕊

』
蕊

(仮称）千葉公園ドームの内部イメージ ．
〔提供：日本写真判定(株)〕

計画事業

1； 東京2020大会に向けた取組み
／

…
東京2020大会の機運醸成ベ

ーション左実施します

1

凶るため、競技体歸

の推進篭3
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機運醸成イベントの実施 1回/年 継続 1回/年

競技の普及促進イベント等

の実施
イベント実施2回/年

イベント実施2回/年
パブリックビューイング
等の実施

イベント実施2回/年
パブリックビューイング
の実施

蕊蓬差:釜取組項良i毒i蕊稔篝 辞

唖
唖
乳

蕊9蕊度末現況灘譲 鑿蕊蟻謎画味 容;;;鄭津ぞ ;‘§鋲:w"4:32灌度末貝擦蕊簿
障害者アスリートによる

学校訪問の実施

パラスポーツ体験会等の実施

71校

30回/年

118校増．

11回増

全小・中学校実施

41回/年

パラスポーツ市民大会の実施 － 1 実施 実施



議灘鍵溌灘漂灘溌驚灘鷆蕊霧
の形成と地域の活性化を推進するため、障害の歩

できるパラスポーツイベントを実施します。

謡講這百子蕊烹霞諏罵に秀-r苑『瑳藍毫毒請零誘壹曝壽

竿諒

12. スポーツ・レクリエーションを楽しむ環境づくりの推進

くの市民がトジ

支団体等と連拶

型際大会の誘鐵

,主す〆

挫刀

＝櫛

め、現競輪場苓

孜組みを進め宮

より再整備し､国際

］競輪の実旅

鞠鐸菩ﾐ…鐸車需埋
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3．スポーツ・レクリエーション施設の充実

葉公園の再整備【新規・再掲】

】『 5 口 』

…
』 q

園全体の再璽婆備に殖 印又熊且ゲメ､壱今進め胃

１
１

悪ぐ〃 ニグ)亜

含占
呉〃

し
Ｌ

／

65



珂上を り む

鱒の振興騨難翰醗鶏蕊鵜鱗‘
,､奄皇 』土

東京2020大会は、スポーツの祭典のみならず文化の祭典でもあることから、伝統芸能やメディア芸術

などの多様な日本文化を通じて大会開催に向けた機運を醸成するとともに、 日本文化の魅力を世界に発

信することが求められています。

●

そのため､ポップカルチャー※の振興や大規模音楽イベ

ント出場支援などの各種文化施策を推進し、市民が文

化・芸術に身近に触れられる機会の充実を図るととも

に､東京2020大会に向けた文化プログラムを策定し、

車椅子アートプロジェクト※など､本市ならではの文化

芸術事業を市民や世界の人々に発信します。 、

民間美術館等と連携するなどして、市民の芸術文化を

育む環境づくりを進めるとともに､中心市街地の活性

化につながるよう文化面での集客力向上を図るため、
文化芸術の拠点として千葉市美術館を拡張します。ま

た､市内文化施設のあり方の検討を進めます。 -：

●

●

車椅子アートプロジェクトの様子

露璽璽醗競潔溌露醗蕊翻溌蕊蕊鰯蕊羅溌鰯懲醗耀鶴溌蕊蕊
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文化面から千葉都心への集客を図るため､中央区役所移転後の跡スペースを活用し､新たな展示スペース
や体験・交流ゾーンを整備します｡

議鍵蕊議溌蕊
や,F孝蓉,；語

溌誤嫁癖
&罷砧趨酩幣踊:驚篝蕊識溝慰義議 蕊舞襄蕊蕊鯉無i隷烹壁；嬢屋f躍蓑蕊識溌鐵

展示スペースの再整備 基本設計 工事’

I
Q

供用開始

溺 …
本市ならではの文化振興を図るため、車椅子アートプロジェクトの実施や､若者の文化芸術への参加を促

、

進するとともに、東京2020大会に向けた文化プログラムを策定し、推進します。
f
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芸術文化の推進

車椅子アートプロジェ

クト実施

ポップカルチャー振興

車椅子アートプロジェ

クト実施

ポップカルチャー振興

大規模音楽イベント

出場支援

車椅子アートプロジェ

クト実施 ‘
ポップカルチャー振興

大規模音楽イベント

出場支援

黄

文化施設の多言語化 1施設、 1施設

文化プログラムの推進 策定・実施 策定・実施
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化センタ弓の改 蕊 蕊

利用者の安全や利便性を確保するため、文化センターの改修を行います。

蕊蕊篝蕊霧謹謹議議議織 蕊謹蕊難謬詠義蕊鍵箪 蕊蕊鍵蕊麺鰯蕊蔓蕊鍵蕊蕊講灘§蕊蕊蔑震議蕊

文化センター舞台床改修 改修 完了
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文化的財産の保首

施策の展開 ヶ ､
一

本市は、空襲により中心市街地が焼け野原となったことで、まちの歴史的な側面を感じられるまとまっ

た場所がなく、文化的財産が点在していること、また、高度経済成長期に転入してきた市民が多いこと

などから、本市の歴史・文化に裏打ちされた「千葉市らしさ」が十分浸透していない状況です｡

●

そこで、本市固有の地域資源である「加曽利貝塚※」、

「オオガハス※」、 「千葉氏※」、 「海辺」を活用した

「都市アイデンティティ（千葉市らしさ）」を確立す

る取組みを引き続き推進するとともに、平成33年

（2021年）に市制施行100周年を迎えることから、

本市100年の歩みを振り返ることで、まちの魅力や誇

りを未来につなげる取組みを推進します。

また､特別史跡※加曽利貝塚については〈その価値や魅

力のさらなる向上を図るため、プロモーション活動や

発掘調査・研究を進めるとともに、 ｢加曽利貝塚グラ
。 ’、 ノ

ンドデザイ'ン」を策定し、史跡の整備と博物館の移転

に向けた取組みを進めます。

●

●

特別史跡加曽利貝塚

へ

…
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市制施行100周年記念誌の
発行
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の刊行
編集 編集
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耐震改修工事 実施設計 ’ 工事 供用開始

イベントなどの開催 I 2回 2回



電文文化鯛査研究の推進 議蕊蕊灘蕊灘蕊騨
佳めていぐレル＊､ir手の熊早産『

灘霧蕊篭瀞霧鍵鍵騨鍵霧騨

』
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島湾溌談直耐蕊欝蒋蕊
二 q馨寺￥

識l誕蕊露 ﾐ目標蕊“ 阜

考

特別史跡※加曽利貝塚※の

究明に向けた発掘調査

発掘調査計画策定

発掘調査の実施

発掘調査の実施

調査概報の刊行

発掘調査の実施

調査概報の刊行

大学等と連携した調査研究 連携事業の実施
調査研究計画策定』

連携事業の実施

調査研究計画策定

連携事業の実施
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集客力の向上
縄文体験プログラムの提供
集客イベントの実施

『 Q

-継続
縄文体験プログラムの提供

集客イベントの実施

h

史跡等の整備
短期的整備基本計画
グランドデザイン検討

推進､ 、 推進
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｡鯖織議“
施策の展開霜蕊
本市では、ビジネスや生活の場として海外からも選ばれる都市を目指し、インバウンド※やMICE※、

国家戦略特区※制度の活用など､都市の国際性の向上を図る取組みを推進するとともに、国際都市として

のさらなる発展を目指すため、国籍や言語、文化などの違いを認め、互いに分かり合い、支えあい、多

様性をまちの力にする多文化共生社会の推進に取り組んでいます。 ，

そこで、引き続き、姉妹・友好都市と本市の経済・文化・スポーツなど様々な分野において、より発展

● ノ

●

的な関係を築いていくため、交流を推進します｡

また、東京2020大会の競技会場都市として、海外からの来葉

者への受け入れ態勢を強化するとともに、市民主体のボランテ

ィア活動をレガシー※として引き継いでいくため､国際交流ボラ

ンティアリーダーの発掘・育成を進めます。

各地域に暮らす外国人の実情や課題を的確に把握し、相談ニー

ズの掘り起こしや利用者の利便性の向上を図るため、区役所等′

において出張外国人生活相談を実施します。

●

●

外国人との交流

…
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蕊蕊蕊蕊義議鴬離
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義露義裁灘繍 驚議蕊議画關蕊蕊蕊鐵
::ﾐ:E龍4羽\4，

蔀鍵薄議
専も観ず;,寅亭 蕊麗表蕊繍

姉妹・友好都市交流 2市
･派遣1市、受入1市

国際会議出席2回
派遣1市、受入1市

国際会議出席2回

青少年交流‘ 3市 継続 3市

議溌蕊議溌蕊自蕊溌蕊患 #蕊蕊璽 篝叢錨蟻議 蕊雲蕊議画關喪鐙溌蕊 譲蕊蕩蕊 表 ﾖ漂灘蕊

通訳ボランティア
スキルアップ講座の開催

15回/年 5回増 20回/年

通訳ボランティア
フォローアップ講座の開催

2回/年 継続 2回/年

国際交流ボランティア
リーダー会議の開催

実施 5回/年 5回/年
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出張タ国人生活相談 〃 試行実施、検証 実施 実施

公衆無線L'ANの整 篇 整備 整備


